	2013年度　国際キャリア開発プログラム
「合宿セミナー」

国際キャリア開発




提出用「ワークシート」
　　　　 ☆提出期限：２０１３年９月９日（月）午後５時＜厳守＞
☆提出場所：修学支援課
	　宇都宮大学
	　　　学部　　　　学科　　　　年

	学生番号
	　

	氏　　　名
	　


	●「全体会」と講師の紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　（１日目 9:50～12:00） 


１）講師プロフィール：田巻　松雄（宇都宮大学国際学部長）
[image: image1.png]


1956年生まれ。宇都宮大学国際学部長。筑波大学大学院社会科学研究科修了。社会学博士。1996年より宇都宮大学国際学部に勤務。2008年、国際学部が地域の国際化を推進する教育研究拠点として開設した多文化公共圏センターの初代センター長に就任。現在、外国人児童生徒支援を目的とする宇都宮大学HANDSプロジェクト研究代表を務める。
２）講義の概要
「地域のグローバル化」と「地域からのグローバル化」に対応する「グローバル人材」育成の意義と課題をキャリアという視点に引き付けてお話しします。
３）ワークシート
	【キーワード／キークエスチョン】



	【疑問なこと・質問したいこと】
【コメント／自分で考えたこと　など】



	●「分科会」講師からの発題（ワークシート） 　　　          （１日目13:20～14:50）


　各分科会講師からの発題に関して、キーワードやコメントなどを記入して下さい。
	分科会Ａ講師：秋元　信彦

	キーワード１
	キーワード２
	キーワード３

	
	
	

	memo



	分科会Ｂ講師：吉田　智子

	キーワード１
	キーワード２
	キーワード３

	
	
	

	memo



	分科会Ｃ講師：湯本　浩之

	キーワード１
	キーワード２
	キーワード３

	
	
	

	memo



	分科会Ｄ講師：甲斐田　きよみ

	キーワード１
	キーワード２
	キーワード３

	
	
	

	memo



	分科会Ｅ講師：若林　秀樹

	キーワード１
	キーワード２
	キーワード３

	
	
	

	memo



	分科会Ｆ講師：内藤　靖

	キーワード１
	キーワード２
	キーワード３

	
	
	

	memo



	分科会Ｇ講師：田面木　千香

	キーワード１
	キーワード２
	キーワード３

	
	
	

	memo



	分科会Ｈ講師：野口　朝夫

	キーワード１
	キーワード２
	キーワード３

	
	
	

	memo



	●「パネルトーク」（ワークシート）         　　　　　　（１日目 15:10～16:40）　


　「パネルトーク」での各講師の発言や全体での議論のポイントを記入して下さい。
	【各講師の発言・論点など】


	【パネルトーク全体での主な論点・話題】



	【疑問点・コメントなど】




	●分科会１（ワークシート）　　　　　　　　　　　　　　 　（１日目 16:50～17:50）


　各分科会の各セッションの内容や議論、疑問点やコメントなどを記入して下さい。
	【内容・議論】


	【疑問なこと／質問したいこと】



	【コメント／自分で考えたこと　など】



	●分科会２（ワークシート）   　　　　　　　　　　　　　　　（２日目 8:30～12:00）


　各分科会の各セッションの内容や議論、疑問点やコメントなどを記入して下さい。
	【内容・議論】


	【疑問なこと／質問したいこと】



	【コメント／自分で考えたこと　など】



	●分科会３（ワークシート）  　　　　　　　　　　　　　　　（２日目 13:00～15:30）


　各分科会の各セッションの内容や議論、疑問点やコメントなどを記入して下さい。
	【内容・議論】


	【疑問なこと／質問したいこと】



	【コメント／自分で考えたこと　など】



	●分科会４「中間発表」準備（ワークシート）　　　　　　　　（２日目 15:30～17:30）


３日目の「全体発表」に向けて、『参加のしおり』（６～７頁）を参考に、グループでの議論を整理し、「中間発表」の内容や構成を考えて下さい。

	【学んだこと】


	【なぜ重要だと考えたのか（根拠）】


	【提言・アクションプラン】



	【コメント／自分で考えたこと　など】



	●「中間発表」の相互評価（ワークシート）　　　　　（２日目 17:30～18:30）


　次のような点に関して、相手グループから寄せられた質問やコメント、自分たちの反省点などを記入して、「全体発表」に向けた改善・修正の参考として下さい。
	☆相手グループからのコメント・感想・意見など

	発表内容と分科会テーマとの関連性：



	発表内容の分かりやすさ・伝わりやすさ


	発表の構成（学び➝根拠➝提言・計画）


	発表者の態度や話し方：



	発表資料の作り方や工夫：



	提言や行動計画の妥当性・実現可能性：


	発表時間の使い方：



	その他：



	☆自分のグループや自分自身の反省点・改善点など

	


	●「中間発表」のチェックリスト（ワークシート）　　　　　（２日目 15:30～17:30）


下記のチェックリストを使って、相手グループの発表の「良かった点」や改善を要する点などを評価して下さい。

発表グループ：分科会　　　　テーマ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	評価に際しては、次の尺度を使い、該当する数字を「○」で囲んで下さい。

	１＝大いに改善余地あり
	２＝もう少し改善の余地あり
	３＝よい（少しだけ

改善の余地あり）
	４＝とてもよい


	発表内容と分科会テーマとの関連性
	１
	２
	３
	４

	ｺﾒﾝﾄ:


	発表内容の分かりやすさ・伝わりやすさ
	１
	２
	３
	４

	ｺﾒﾝﾄ:


	発表の構成（学び➝根拠➝提言・計画）
	１
	２
	３
	４

	ｺﾒﾝﾄ:


	発表者の態度・話し方
	１
	２
	３
	４

	ｺﾒﾝﾄ:


	発表資料の作り方・工夫
	１
	２
	３
	４

	ｺﾒﾝﾄ:


	提言や行動計画の妥当性・実現可能性
	１
	２
	３
	４

	ｺﾒﾝﾄ:


	発表時間の使い方
	１
	２
	３
	４

	ｺﾒﾝﾄ:


	
	１
	２
	３
	４

	ｺﾒﾝﾄ:


	その他のコメントや感想など



	●「全体発表」準備（ワークシート）　　　　　　　　　　　（２日目 19:30～21:30）


「中間発表」でのコメントやアドバイス、『参加のしおり』（８頁）を参考に、「全体発表」の内容や構成を再検討して下さい。

	【学んだこと】


	【なぜ重要だと考えたのか（根拠）】


	【提言・アクションプラン】



	【コメント／自分で考えたこと　など】



	●「全体発表」の相互評価（ワークシート）　　　　　　　　  （３日目 9:00～12:00）


　各分科会の「全体発表」を評価して下さい。自分の分科会については自己評価をして下さい。
	分科会Ａ
	テーマ：

	内容：



	あなたの疑問・コメント：




	分科会Ｂ
	テーマ：

	内容：



	あなたの疑問・コメント：




	分科会Ｃ
	テーマ：

	内容：



	あなたの疑問・コメント：




	分科会Ｄ
	テーマ：

	内容：



	あなたの疑問・コメント：




	分科会Ｅ
	テーマ：

	内容：



	あなたの疑問・コメント：




	分科会Ｆ
	テーマ：

	内容：



	あなたの疑問・コメント：




	分科会Ｇ
	テーマ：

	内容：



	あなたの疑問・コメント：




	分科会Ｈ
	テーマ：

	内容：



	あなたの疑問・コメント：




	●「研修成果と今後の課題」（ワークシート）


	１．研修の成果（この合宿で何を学んだか？何を得ることができたのか？）



	２．今後の課題（分科会の提言などを基に、将来のキャリア形成をどのように考えているのか？）



	３．参加の感想・研修内容に関する要望など



	●「リフレクション（ふりかえり）」（ワークシート） 


「リフレクション」とはプログラムやセッションの内容やそこでの議論を「ふりかえり」、自分の「学び」や「気づき」を確認することです。今回の「合宿セミナー」を振り返って、あなた自身の行動や態度、理解度や達成度に関する以下の項目を自己評価して下さい。
	自己評価に際しては、次の尺度を使い、該当する番号を○で囲んで下さい。

	1=ほとんどできなかった
	2=あまりできなかった
	3 =よくできた
	4=とてもよくできた


	分科会での議論や全体発表に向けたグループ活動に積極的に参加することができた。

	1
	2
	3
	4

	理由・根拠:




	講師の講話や問いかけに対して質問したり、自分の意見を述べることができた。

	1
	2
	3
	4

	理由・根拠:



	全体会や分科会のテーマや内容に関して理解を深めたり、関心を強めることができた。

	1
	2
	3
	4

	理由・根拠:



	自分の経験や意見をほかの参加者と共有することができた。

	1
	2
	3
	4

	理由・根拠:



	「働く」とはどういうことなのかについて考えることができた。


	1
	2
	3
	4

	理由・根拠:



	自分と地域社会や世界とのつながりについて考えることができた。

	1
	2
	3
	4

	理由・根拠:



	主体的に関わりたい分野を見つけ、今後の学びに向けたきっかけを得ることができた。

	1
	2
	3
	4

	理由・根拠:



1

